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貸出日 １(木) ８(金) １５(金) 

返却日 4(月) １１(月) １９(火) 

令和４年６月３０日 

開南幼稚園  永森 加奈 

いい雰囲気を・・・ ７月 貸出し 

＊行事などのため、変則です。 

 

＊ ７月から年中も月曜日、希望者に貸出しします。 

＊ 返却を忘れると次回貸出しはできません。 

＊ 返却日に忘れないよう、声掛けをお願いします。 

＊ 金曜日に欠席の時は、月曜日に貸出しします。 

＊ 月曜日に貸し出した本の返却は水曜日まで。 

 

梅雨というのに真夏のような日が続いています。水遊

びではしゃいでいる声が図書室にも聞こえてきます。この

時期にしかできないことを大いに楽しんでほしいです。 

表情が豊かになり、笑顔で話しかけてくれる子が増え

てきました。返却時に感想を話してくれる子や、次の本を

予約する子もたくさんいます。子どもたちそれぞれの興味

のあることを知るために、話しやすい雰囲気を作り、絵本

の世界を広げるお手伝いをしていきたいと思っています。 

クラスの要望で行っている「ながもりさんのおはなしか

い」は、楽しみが次につながることを願って、子どもたちの

興味や季節に合わせて絵本を選んでいます。５・６月に読

んだ本を紹介します。 

 

 

 

絵本リサイクルバザー 

１３～１７日の参観に合わせて、絵本のリサイクル

バザーを行いました。寄付、購入共に、たくさんのご

協力ありがとうございました。収益は絵本の購入に役

立てます。 販売冊数  120 冊  利用人数  9 人 

収益金   7,140 円     

次回は９月の自由参観に合わせて行う予定です。

バザー用の絵本の寄付は、随時受け付けていますの

で、冊数と名前を書いたメモを添えて図書室へお持ち

ください。 

思い出の絵本 

子育てのヒントに 

社会状況が大きく変わり、子育てにおいても戸惑う

ことが多々あると思います。子どもに接する時どうす

ればいいかとても参考になる本を紹介します。 

“先の見えない時代を生きるのに必要なことは自分

で感じ、考える力。想像し、創造する力。五感（視覚・

聴覚・触覚・臭覚・味覚）を発達させる機会を。失敗し

ないよう先回りして、体験を奪わないで。親は万能で

はない。親も子も初めは未熟で少しずつ表現できるよ

うになる。親がしっかり自分を見てくれるというのが、

子どもにとって最大の安心感になる。親がこの子は大

丈夫と感じていれば、子どもは大丈夫。子育て時代に

必要なことは、言葉にならない温かさや励まし。子育

ての期間つらいこと、困ったこと、泣きたいことはたくさ

んあるが、過ぎてしまえばなんてことないことに思える

ようになる。” 

 『わがまま、落ち着きがない、マイペース… 

子どもの「困った」が才能に変わる本』 田嶋英子 著 より 

 

 

「おとがあふれてオムライス」      （夏目義一 作） 

「もりはみている」           （大竹英洋 文・写真） 

「えんどうまめばあさんとそらまめじいさんのいそがしい毎日」  

（松岡享子 作  降矢なな 絵） 

「てのひらおんどけい」 （浜口哲一 作  杉田比呂美絵） 

「おしりじまん」               （齋藤 槙 作） 

「かさかしてあげる」         （こいでやすこ 作・絵） 

「ディア ボーイ」  （ﾛｰｾﾞﾝﾀｰﾙ  作  高橋久美子 訳） 

「タンタンのハンカチ」       （いわむらかずお 作） 

「たべたのだあれ」            （五味太郎 作） 

「ねこガム」               （きむらよしお 作） 

「わにわにのおふろ」   （小風さち 作  山口マオ 絵） 

 

「もこ もこ もこ」 （文研出版） 

谷川 俊太郎 文   元永 定正 絵 

小さい頃たくさん読んでいた、お気に入りの絵本で

す。“もこ・もぐ・にょき”などの擬音とそれにぴったり

の絵。暗記するほど、友達と笑い合いながら読んだ

ことを思い出しました。この絵は何だろうと想像をし

ながら読むと、とても楽しいので、ぜひ読んでみてく

ださい。             （きりん担任 安斉絢梨） 

 

ながもりさんのおはなしかい 


